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町
で
は
、
所
得
税
と
町
県
民
税

の
確
定
申
告
相
談
を
２
月
９
日

（
木
）か
ら
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

で
行
い
ま
す
。
こ
の
相
談
は
、
平

成
23
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
所

得
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
、
こ
の
内
容
が
平
成
24
年
度
の

町
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
な

ど
の
課
税
基
礎
と
な
り
ま
す
。

　
申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す

と
、混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

申
告
相
談
の
際
は
時
間
に
余
裕
を

も
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

町
県
民
税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
方
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
で
す
。

◦
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、
鏡
石

町
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
23
年
中
に

何
ら
か
の
所
得
が
あ
っ
た
方
。
た
だ

し
、
所
得
が
な
か
っ
た
方
で
も
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
や
、

子
ど
も
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
な

ど
は
申
告
が
必
要
で
す
。

◦
鏡
石
町
に
居
住
し
て
い
な
い
ご
家

族
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
方
。

◦
給
与
所
得
の
ほ
か
に
、
農
業
や
営

業
、
不
動
産
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た

方
。

◦
給
与
所
得
だ
け
の
方
で
も
、
１
月

31
日
ま
で
に
勤
務
先
か
ら
鏡
石
町
に

「
給
与
支
払
報
告
書
」の
提
出
が
な
か

っ
た
方
。

◦
平
成
23
年
の
中
途
で
退
職
さ
れ
た

方
。

◦
生
命
保
険
契
約
に
基
づ
く
年
金
や

一
時
金
、
ま
た
は
生
命
保
険
ま
た
は

損
害
保
険
契
約
に
基
づ
く
満
期
返
戻

金
の
収
入
が
あ
っ
た
方
。

◦
平
成
23
年
中
に
土
地
や
建
物
な
ど

の
譲
渡
所
得
が
あ
っ
た
方
。

申告相談の判断の基準　　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、

申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署

へ
提
出
さ
れ
る
方
。

◦
給
与
所
得
の
ほ
か
に
収
入
が
な
く
、

勤
務
先
ま
た
は
給
与
支
払
者
か
ら
町

に
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
済
み
の

方
。
た
だ
し
、
新
た
に
控
除（
医
療

費
控
除
や
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

な
ど
）を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

税
務
署
へ
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た

場
合
を
除
き
、
申
告
が
必
要
で
す
。

◦
平
成
23
年
中
に
所
得
が
な
く
鏡
石

町
内
居
住
の
家
族
の
扶
養
に
な
っ
て

い
る
方
。

◦
印
鑑

◦
平
成
23
年
中
の
収
入
や
支
出
な
ど

が
わ
か
る
帳
簿
類
、
通
帳
、
出
荷
伝

票
、
領
収
書
な
ど

◦
給
与
や
年
金
所
得
の
あ
る
方
は
平

成
23
年
分
の
源
泉
徴
収
票

◦
平
成
23
年
中
に
支
払
っ
た
国
民
健

康
保
険
税
、
国
民
年
金
と
国
民
年
金

基
金
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
任
意

継
続
社
会
保
険
料
な
ど
の
領
収
書

◦
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険

料
、
損
害
保
険
料（
旧
長
期
損
害
と

地
震
保
険
）な
ど
の
支
払
証
明
書

◦
身
体
障
害
者
・
戦
傷
病
者
の
方

は
、
そ
の
こ
と
が
確
認
で
き
る
手
帳

ま
た
は
証
明
書

◦
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

と
き
は
平
成
23
年
中
に
支
払
っ
た
医

療
費
の
領
収
書（
個
人
ご
と
、
病
院

ご
と
に
合
計
額
を
計
算
し
て
き
て
く

だ
さ
い
）と
高
額
医
療
費
や
生
命
保

険
入
院
特
約
等
か
ら
還
付
さ
れ
た
金

額
の
分
か
る
書
類

◦
営
業
、
事
業
、
農
業
所
得
者
は
収

支
の
わ
か
る
内
訳
書
な
ど

◦
平
成
23
年
中
に
農
業
用
機
械
な
ど

を
購
入
し
た
場
合
は
、
そ
の
領
収
書

な
ど

◦
雑
損
控
除
の
場
合
は
、
被
害
を
受

け
た
資
産
等
の
取
得
時
期
、
取
得
価

額
、
面
積
等
ま
た
、
修
繕
費
用
、
取

り
壊
し
費
用
、
除
去
費
用
の
わ
か
る

も
の（
領
収
書
）、
ま
た
、
受
け
取
っ

た
保
険
金
等
の
金
額
の
わ
か
る
書
類

及
び
市
町
村
交
付
の「
り
災
証
明
書
」

・
所
得
税
の
還
付
や
納
税
の
際
に
口

座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
銀

行
名
や
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の

（
通
帳
な
ど
）と
銀
行
印

税
務
町
民
課
☎
62
―
２
１
１
４

申
告
会
場
☎
62
―
１
２
４
０

◎会場
鏡石町勤労青少年ホ－ム

◎受付時間
午前９時～午前11時30分　　午後１時～午後４時

月日 曜日 行政区 月日 曜日 行政区

2月29日 木 公的年金のみ 2月27日 月 １区・２区・３区・４区

2月10日 金 公的年金のみ 2月28日 火 １区・２区・３区・４区

2月11日 土 建国記念の日 2月29日 水 １区・２区・３区・４区

2月12日 日 3月21日 木 鏡田・高久田

2月13日 月 仁井田・さかい 3月22日 金 鏡田・高久田

2月14日 火 仁井田・さかい 3月23日 土

2月15日 水 久来石・笠石・旭町 3月24日 日

2月16日 木 久来石・笠石・旭町 3月25日 月 鏡田・高久田

2月17日 金 久来石・笠石・旭町 3月26日 火 鏡田・高久田

2月18日 土 3月27日 水 鏡田・高久田

2月19日 日 3月28日 木 成田・豊郷

2月20日 月 久来石・笠石・旭町 3月29日 金 成田・豊郷

2月21日 火 久来石・笠石・旭町 3月10日 土

2月22日 水 １区・２区・３区・４区 3月11日 日

2月23日 木 １区・２区・３区・４区 3月12日 月 成田・豊郷

2月24日 金 １区・２区・３区・４区 3月13日 火 成田・豊郷

2月25日 土 3月14日 水 予備日

2月26日 日 3月15日 木 予備日

申
告
の
必
要
な
方

申
告
の
必
要
が
な
い
方

申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

 

◎
問
合
わ
せ
先

平成23年分 所得確定申告相談日程

所得申告を　お忘れなく

賀
川
税
務
署
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い

給
与
所
得
者
で
も
次
の
よ
う
な
場

合
に
は
、
確
定
申
告
を
す
る
と
源

泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◦
入
院
な
ど
多
額
の
医
療
費
を
支

払
っ
た
場
合

◦
災
害（
震
災
被
害
）や
盗
難
に
あ

っ
た
場
合

◦
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職

し
て
い
な
い
場
合
な
ど
で
す
。

　

平
成
23
年
中
に
土
地
や
建
物
を

売
っ
た
と
き
の
利
益
に
は
、
譲
渡

所
得
と
し
て
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

譲
渡
所
得
に
つ
い
て
は
特
例
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
特
例
の
適

用
を
受
け
る
に
は
様
々
な
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

譲
渡
所
得
に
つ
い
て
も
、
他
の
所

得
と
一
緒
に
確
定
申
告
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

須
賀
川
税
務
署
☎
75
―
２
１
９
４

※
音
声
案
内
で「
２
」番
を
選
択
し

て
く
だ
さ
い
。

　

須
賀
川
税
務
署
で
は
、
平
成
23

年
分
の
確
定
申
告
書
作
成
会
場
を

２
月
１
日（
水
）か
ら
３
月
15
日

（
木
）ま
で
、
須
賀
川
市
産
業
会
館

に
設
置
し
ま
す
。

　

開
設
時
間
は
、
午
前
９
時
か
ら

午
後
４
時（
会
場
の
都
合
上
、
受

付
は
、
午
後
３
時
30
分
ま
で
）ま

で
で
す
。

　

会
場
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
活
用

し
た「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム（
e
︱
Ｔ
ａ
ｘ
）に
よ
る
申

告
指
導
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
次
に
よ
る
提
出
方
法
が
大

変
便
利
で
す
。

①
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
利

用
し
た
電
子
申
告（
e
︱
Ｔ
ａ
ｘ
）

②
同
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
て
申
告

書
を
作
成
・
印
刷
の
上
、
税
務
署

へ
郵
送
提
出

　

な
お
、
同
コ
ー
ナ
ー
は
自
動
計

算
機
能
が
あ
り
ま
す
の
で
、
と
て

も
便
利
で
す
。

　

詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（w
w

w
.nta.go.jp

）ま
た
は
須

 

◎
問
合
わ
せ
先

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き

所
得
税
の
還
付
申
告

須
賀
川
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

／29（木） ／3～ 15（木）
までです
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町
で
は
現
在
、
平
成
24
年
度
か

ら
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
な
る
第
５
次
総
合
計
画
の
策
定

を
進
め
て
お
り
、
昨
年
９
月
に

は
、
町
民
委
員
の
公
募
な
ど
に
よ

り
設
置
し
た「
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
」に
お
け
る
ご
検
討
の
成
果

（「
鏡
石
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

た
町
民
提
言
書
」）を
い
た
だ
い
て

お
り
、
そ
の
内
容
を
尊
重
し
つ
つ

庁
内
で
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。

　

今
年
度
末
ま
で
の
策
定
、
そ
し

て
４
月
公
表
に
向
け
て
、
よ
り
広

第５次総合計画の策定に向けた
パブリックコメントを募集します

火曜から金曜の午前９時から午後４時まで総合相談室を開設しています総合相談室開設 税務町民課では、毎週日曜日午前８時30分から正午まで、窓口業務（証明書発行）を開設しています役場窓口日曜日開設

く
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を

い
た
だ
き
、
素
案
へ
の
反
映
を
検

討
し
て
い
く
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

 

素
案
の
全
文
は
、
庁
舎
の
1
階

ロ
ビ
ー
の
ほ
か
、
公
民
館
、
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
、
図
書
館
で
閲
覧

で
き
る
他
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

:/
/

w
w

w
.to

w
n

.
kagam

iishi.fukushim
a.jp

）
か

ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
の
で
、
是

非
、ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】　

町
内
に
在
住
・
在
学
・

在
勤
の
方

【
提
出
方
法
】

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

①
素
案
の
閲
覧
場
所
に
備
え
つ
け

て
あ
る「
ご
意
見
用
紙
」へ
の
ご
記

入
と
意
見
箱
へ
の
投
函

②
総
務
課
窓
口
へ
の
郵
送
・
フ
ァ

ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
直

接
持
参（
様
式
自
由
。
た
だ
し
要

旨
を
４
０
０
字
程
度
で
）

③
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
第
５
次
総

合
計
画
の
素
案
に
つ
い
て
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
用
の
ペ
ー
ジ
）

上
に
て
意
見
募
集
専
用
フ
ォ
ー
ム

に
入
力
し
て
投
稿

【
素
案
の
公
表
及
び
意
見
募
集
の

開
始
】

◦
２
月
３
日（
金
）

【
意
見
募
集
の
締
切
り
】

◦
２
月
22
日（
水
）（
必
着
）

総
務
課
：
〒
９
６
９
︱
０
４
９
2

鏡
石
町
不
時
沼
３
４
５

電
話
：
62
︱
２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
62
︱
６
５
５
３

電
子
メ
ー
ル
：pabcom

e@
tow

n.kagam
iishi.lg.jp

 

◎
問
合
わ
せ
先

　町が計画や条例の立案をしよう
とする時に、事前にその案を公表
し、案に対して広く町民・事業者
等の皆さんから意見や情報を提出
していただく機会を設け、町は提
出されたご意見等に対する町の考
えを公表するとともに、ご意見等
を考慮して最終的な意思決定を行
おうとするものです。

パブリック
コメントって
な～に？

●まちの将来像 

●まちづくりの目標

Ⅰ「町民と力を合わせて築く、新しい鏡石」 

Ⅱ「心豊かな人を育て、地域文化を大切にする鏡石」

Ⅲ「地域で支えあう、人にやさしい鏡石」 

Ⅳ「新しい産業を開花させ、活力あふれる鏡石」

Ⅴ「快適に暮らせ、住んでみたくなる 訪れて
　みたくなる鏡石」 

目標人口 １３,５００人 

●まちの現状 

・まちの現況 ・東日本大震災による被災

震災からの復
興の視点を基
軸とする基本
目標の総括タ
イトル 

鏡石らしさを表すキーワード

●まちづくりの理念 

<基本理念１> 
やさしさとふれあい

<基本理念２>
復興と進化

計画（素案）の基本構想

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
公
共
下

水
道
災
害
復
旧
工
事
で
中
央
小
区

分
２
か
所
、
境
小
区
分
の
計
３
か

所
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

議
会
の
議
決
を
求
め
る
議
案
と
、

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）で

１
，
９
３
４
万
７
千
円
を
増
額
す

る
議
案
で
す
。
今
回
の
補
正
予
算

に
よ
り
平
成
23
年
度
の
一
般
会
計

予
算
の
総
額
は
、
76
億
７
，
３
４

９
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
食
品

の
放
射
線
量
の
簡
易
検
査
実
施
に

係
る
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
国
か
ら
貸
与
さ
れ
る

食
品
等
の
放
射
能
測
定
機
を
活
用

し
、
学
校
等
で
提
供
す
る
給
食
、

ま
た
、
一
般
家
庭
で
栽
培
さ
れ
た

食
材
や
井
戸
水
な
ど
を
簡
易
検
査

し
、
食
材
か
ら
の
内
部
被
ば
く
の

軽
減
に
努
め
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
を
も
と
に
、

測
定
機
の
導
入
や
検
査
体
制
を
整

備
し
、
３
月
頃
に
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
検
査
受
付
を
開
始
で

き
る
よ
う
準
備
し
て
い
く
予
定
で

す
。

　

ま
た
、
効
果
的
な
除
染
方
法
を

検
証
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
事
業
実

施
の
た
め
の
費
用
も
計
上
さ
れ
ま

し
た
。
町
で
は
、
５
件
程
度
の
民

家
の
除
染
の
実
証
実
験
を
行
う
予

定
で
す
。

　
１
月
20
日（
金
）、
第
２
回
鏡
石
町
議
会
臨
時
会
が
行
わ
れ
、
復
旧
工

事
の
契
約
に
関
す
る
議
案
と
一
般
会
計
補
正
予
算
、
計
４
件
の
議
案
が

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

除
染
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
す

る
予
算
を
計
上

鏡
石
町
議
会
臨
時
会

▲導入される
機器は、準備
を含め約50分
で30ベクレル
/kgま で 放射
線量を計測で
きる予定です

行政区別
宅用火災警報機
設置状況

平成24年　春季全国火災予防運動

須賀川市 62.47(53.02) 玉 川 村 77.73(73.61)
天 栄 村 57.19(52.55) 平 田 村 95.61(87.04)
鏡 石 町 57.58(41.56) 浅 川 町 64.95(46.15)
石 川 町 51.22(29.60) 古 殿 町 70.46(49.13)

行政区 世帯数 アンケート 
回収率 設置率

久 来 石 区 210 90.0％ 38.6％
笠 石 区 530 60.8％ 55.6％
1 区 300 10.3 ％ 51.6％
2 区 210 52.9 ％ 56.8％
3 区 330 36.1％ 66.4％
4 区 365 43.6％ 62.9％
仁 井 田 区 220 58.2％ 53.9％
鏡 田 区 510 45.1％ 55.7％
高 久 田 区 150 50.0％ 57.3％
旭 町 区 270 89.6％ 71.1％
豊 郷 区 75 49.3％ 43.2％
成 田 区 302 12.3％ 40.5％
さ か い 区 220 60.5％ 68.4％

　

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

が
３
月
１
日（
木
）か
ら
３
月

７
日（
水
）ま
で
の
７
日
間
実

施
さ
れ
ま
す
。 

　

こ
の
運
動
は
、
空
気
が
非

常
に
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
期
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
住
民
の
皆
様
に
防
火

に
対
す
る
意
識
を
一
層
高
め

て
い
た
だ
き
、
火
災
の
発
生

を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、

尊
い
生
命
や
貴
重
な
財
産
の

損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
普
及
を
図
り
、高
齢

者
等
の
犠
牲
者
を
減
少
さ
せ

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
！ 

昨
年
の
６
月
か
ら
、
法
律
で

設
置
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ

れ
ま
し
た
。 

　

ま
だ
設
置
を
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
家
族
と
財
産
を
自

ら
が
守
れ
る
よ
う
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し

ょ
う
。 

◇
問
合
せ
先
　

須
賀
川
消
防
署
鏡
石
分
署

☎
62
︱
４
５
１
１

実施期間　
３月１日（木）～７日（水）

行政区別設置率

須賀川消防署管内住宅用火災警報器設置率
（カッコ内は前回Ｈ23．１調査時）　単位：％

Ｈ23．10調査時
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苦
み
の
あ
る
野
菜
で
体
内
浄
化

　

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
野
菜
に
菜

の
花
が
あ
り
ま
す
。
独
特
の
苦
み

が
、
寒
い
冬
の
間
に
低
下
し
て
い

た
内
臓
機
能
を
活
性
化
さ
せ
る
働

き
が
あ
り
ま
す
。

　

外
へ
出
る
こ
と
が
控
え
が
ち
な

生
活
が
続
く
と
、
運
動
不
足
も
手

伝
い
、
体
に
脂
肪
が
た
ま
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
菜
の
花

な
ど
苦
み
の
あ
る
野
菜
を
食
べ
る

と
、
体
内
の
浄
化
作
用
に
も
効
果

が
あ
り
ま
す
。
高
タ
ン
パ
ク
で
低

脂
肪
の
食
材
を
一
緒
に
取
る
と
、

免
疫
力
の
強
化
に
も
な
り
ま
す
。

菜
の
花
は
、
開
花
前
の
つ
ぼ
み
が

栄
養
価
に
優
れ
て
お
り
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
が
多
く
、
精
神
を
安
定
さ
せ

る
働
き
も
あ
り
ま
す
。

《
材
料
》

　
　
　
４
人
分

◦
菜
の
花
一
束

◦
カ
ニ
缶
一
缶

◦
白
ご
ま
少
　々

《
作
り
方
》

①
菜
の
花
は
軸
の
堅
い
部
分
を
切

り
落
と
し
、
た
っ
ぷ
り
の
水
に
つ

け
て
10
分
置
い
て
ア
ク
を
抜
き
ま

す
。

②
塩
を
入
れ
た
熱
湯
で
菜
の
花
を

サ
ッ
と
茹
で
、
水
に
取
り
粗
熱
が

取
れ
れ
ば
水
気
を
絞
り
ま
す
。

③
和
え
ダ
レ
を
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ

ま
す
。

④
菜
の
花
・
カ
ニ
缶
・
白
ご
ま
・

和
え
ダ
レ
を
合
わ
せ
て
器
に
盛
り

ま
す
。

月・水・金曜日の午前10時から午後４時まで町保健センターで開いていますつどいの広場は

今月の
健康メニュー

「
菜
の
花
と
カ
ニ
缶
の
辛
子
和
え
」

燃えるごみは、町指定のごみ袋で水をよく切って出してください総合相談室開設 ごみは分別を 

▲子どもたちは、大人顔負けの運動量でコート内を疾走して
いました

　１月14・15日（土・日）の２日間にわたり、町立第一小学校
体育館で、第２回鏡石あやめ杯ミニバスケットボール大会が行
われました。大会は、鏡石ＭＢＢｏｙｓスポーツ少年団が主催
し、県内13のチームが参加しました。
　大会は２日間、予選リーグ、決勝トーナメントと全26試合が
行われ、優勝が争われました。
　鏡石ＭＢboysチームは、予選リーグをグループ２位で通過し、
善戦したものの、決勝トーナメント１回戦で力尽きました。全
員が力いっぱいプレーする姿に今後の活躍が期待されます。

＝第２回鏡石あやめ杯ミニバスケットボール大会＝

ートで熱戦が繰り広げられるコ

▲年頭のあいさつをする遠藤町長

　１月４日（水）鏡石舘（本町地内）において、平成24年の
鏡石町年賀交歓会が、関係者約150名が参加して開催され
ました。
　主催者あいさつでは、遠藤町長が「昨年の災害の際には、
直接対応にあたっていただいた町民や行政区など関係の皆
さんに、改めて感謝します。町では現在、復旧復興を最重
要課題として取り組んでおります。
　本年は、町制施行50周年の年となります。節目の年と
して、町民の皆さんと共に、進化する鏡石町に向け取り組
んでまいります」と挨拶がありました。
　参加した皆さんは、今年一年についての話などで歓談さ
れていました。

＝平成24年町年賀交歓会＝

春の集い新

＝第一小学校昔遊び＝

人たちから遊びを手ほどき名

　１月19日（木）町立第一小学校で、１年生（106名）の生
活科授業で、町内の高齢者の皆さんが昔遊びの名人として
招かれ、あやとりやお手玉など昔からの遊びを体験しました。
　招かれたのは、町ボランティア団体学校応援団から要請
を受けた、一小学区内10地区の老人クラブ会員22名の皆
さんです。授業前には、鏡石１区千寿会婦人部の皆さんか
ら、手作りのお手玉150個が一小の子どもたちと、子ども
たちが通う町児童館に寄付されました。
　授業では、昔ながらの遊び11種目が準備され、子ども
たちは、昔遊びの名人たちに手ほどきを受けながら懐かし
い遊びを体験し、歓声を上げていました。 ▲福笑い、完成したおかめさんの顔に名人も子どもも大笑

＝平成24年町消防団出初式＝

年一年の無火災を呼びかける今

　１月４日（水）鳥見山体育館で町消防団による平成24年
出初式が、団長以下105名の団員と、関係者約20名によ
り挙行されました。
　式では、１年以上無火災であった４つの分団（５，７，８，
９分団）に表彰が行われた後、遠藤町長らにより通常点検
が行われ、規律や服装の点検が行われました。続いて大河
原正雄団長から「町民の生命財産を守るため一致団結して、
消防団活動にあたってほしい」と訓示が行われました。
　出初式終了後、消防車両等13台により町内一円で防火
パレードを行い、町民へ今年一年間の無火災を呼びかけま
した。

▲団員の規律厳正、士気旺盛な様子に、出席した来賓らも安心したよ
うでした

　１月８日（日）鏡石鹿島神社（高久田地内）において、平成24年
交通安全祈願祭が鏡石町交通安全協会の主催で行われました。
　祈願祭には、町安全協会の理事をはじめ、来賓として町長、
町議会議長ら関係者約40名が出席しました。
　最初に、鹿島神社宮司により神事が行われ、玉串奉奠では、
出席した関係団体の代表者が神前に玉串を納め、平成24年の鏡
石町の交通安全を祈願しました。
　昨年は震災の影響もあり、事故の件数が微増しました。参加
した皆さんは、今年は、一件でも悲惨な事故が減るよう祈りを
ささげていました。

＝町交通安全協会交通安全祈願祭＝

事故を祈願無

▲玉串を神前に捧げ無事故を祈願する、小貫良巳町交通安
全協会長

ま ち の 話 題

フォトアルバムま ち の 話 フ題

（
和
え
ダ
レ
）

だ
し
汁	

大
さ
じ
４

酒	

小
さ
じ
２

練
り
辛
子
小
さ
じ	

１

し
ょ
う
ゆ
大
さ
じ	

１

塩
少
々



KAGAMIISHIKAGAMIISHI９ ８

広　　　告

　所得申告の時期が近くなりました。今から準備を！
☆農家、商店の経営者、法人、年金受給者の方々の記帳及
び決算書作成代行を承ります。
☆農地など土地名義変更、相続、遺言、登記手続、借金返
済の悩み‥などなどご相談ください。

〈行政書士〉　須藤　勝（元　町役場職員）
〈住　　所〉　鏡石町不時沼２９４
〈Ｔ Ｅ Ｌ〉　６２－３３８１

須藤勝行政事務所

Ｑ：職場ではどんなお仕事をされていますか？
　錠剤の包装をするラインで働いています。お客様の命に
係わる製品なので、常に最高の品質を提供できるよう、基
本に忠実に作業しています。入社４年目ですが、今年から
担当グループのリーダーになり、これまでとは違う仕事の
難しさを感じています。

Ｑ：この会社に入りたいと思ったきっかけは？
　以前、母がこちらの会社に勤めていて、小さい頃から会
社のお祭り行事などで社員の皆さんと触れ合ってきたので、
大きくなったらこの会社に入りたいと自然に思っていました。
また、学校では化学が好きだったのですが、それも東北ニ
プロ製薬㈱に出入りしていたのがあったからだと思います。

Ｑ：最近はまっている事は？
　車の運転が好きなので、遠くまでドライブして買い物に
行くのがストレス発散です。あとは、最近ビジネス書を読
むようになったので、本屋に行くのも楽しいですね。

Ｑ：今年の目標は？
　リーダーとして、グループのみんなをまとめて、働きや
すい環境づくりが出来ればいいなと思っています。

　このコーナーにご協力いただける方を募集します。職場
のホープをご紹介ください。
問合せ先：総務課（☎62－2111）

　今月は、世界規模
で事業を展開するニ
プログループで、医
薬品を受託製造して
いる、東北ニプロ製
薬㈱にお勤めの佐藤
宏美さんにお話をう
かがいました。

お名前
佐 藤 宏 美さん（26)
お勤め先
東北ニプロ製薬㈱
業種
医薬品の受託製造

鏡石町の期待の星鏡石町の期待の星

　肺炎の原因の約半数を占める肺炎球菌の予防接種
について、広報かがみいし12月号のお知らせでは
70歳以上からが対象となっていましたが、昭和17
年４月２日から昭和22年４月１日までに生まれた
方まで、無料で接種を受けられるようになりまし
た。無料で接種できるのは平成24年3月31日までと
なっています。
　県内の医療機関であれば
接種は可能ですが、予約制
となっておりますので、接
種を希望される方は医療機
関にご連絡ください。また、
県外での接種を希望される
方は健康福祉課までお問い
合わせください。
　高齢者では加齢に伴い免
疫機能が低下、加えて気道
（気管支）の構造が変化するため細菌性の肺炎にかか
りやすくなります。
　また、糖尿病や心臓病など合併症をもっているこ
とが多く、肺炎による死亡率は年齢とともに高くなっ
ています。予防には、手洗いやうがいの励行など日
常生活を工夫すること、かかっても重症化しないよ
うにあらかじめ予防接種をしておくことが大切です。
◇問合せ先　健康福祉課　☎62－2115

高齢者肺炎球菌予防接種の
接種可能年齢が拡大されました

広　　　告

我が家のアイドル（就園前まで）の写真を広報に載せてみませんか。　問い合せ先：総務課我が家のアイドル写真募集

～今年度中であれば、65歳以上の方が
無料でワクチン接種を受けられます～

　

賀
寿
の
進
呈
で
は
、
福
島
県
、
町
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
笠
石
福
寿
会
か

ら
記
念
品
や
祝
い
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
孫
さ
ん
か
ら
花
束
が
贈
ら
れ
、
同
居
す

る
６
男
の
博
さ
ん
が
親
族
を
代
表
し「
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
１
０
０
歳
が
迎
え
ら
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
元

気
で
長
生
き
で
き
る
よ
う
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
月
６
日
に
満
１
０
０
歳
を
迎
え
た
、
會
田
ア

キ
さ
ん（
東
町
）の
１
０
０
歳
賀
寿
の
贈
呈
式
が
親

族
や
関
係
者
約
30
名
が
集
ま
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

會
田
さ
ん
は
明
治
45
年
に
成
田
地
内
で
生
ま
れ
、

お
子
さ
ん
が
７
人
、
孫
、
ひ
孫
、
玄
孫
は
50
人
を

数
え
る
そ
う
で
す
。
長
寿
の
秘
訣
は
、
食
事
に
気

を
付
け
規
則
正
し
い
生
活
を
送
り
、
よ
く
働
く
こ

と
だ
そ
う
で
す
。

百 歳 賀 寿 進 呈
會 田 ア キさん　　明治45年１月６日生

　毎年、年度末の３月期は自動車の登
録・検査の申請のため多くの方が訪れ
窓口が大変混雑します。その結果、手
続きに何時間もかかることもあり、申
請者の皆さんには大変ご迷惑をおかけ
しております。
　自動車の名義変更や住所変更、廃車、
車検などの手続きは２月中に行うな
ど、出来るだけ早めに済ませていただ
くようお願いいたします。
▪問合せ先
東北運輸局福島運輸支局
登録関係　☎050－5540－2015
検査関係　☎024－-546－0342

　軽自動車税は、毎年４月１日現在で軽自動車やバイク、トラク
ターなどの所有者に対して課税されます。廃車時、譲渡時などは
３月中に所定の手続きをしないと、平成24年度も引き続き課税
されることとなりますのでご注意ください。

車　種 届出・問い合わせ先 必要なもの
原動機付自転車
(125cc以下)
小型特殊自動車
(農耕用その他)

町税務町民課
電話　62－2114

ナンバープレート
印鑑（所有者・届出者）
標識交付証明書

軽二輪
(126cc ～ 250cc)
軽三輪・軽四輪

福島県軽自動車協会
福島市吉倉字谷地16－7
福島軽自協会館内
電話　024－546－2577

車種によって手続きの方
法が多少異なりますので、
事前に確認してください。二輪の小型自動車

(251cc以上)
福島陸運支局
福島市吉倉字吉田54
電話　050－5540－2015

軽自動車・バイク・トラクターなど 普通乗用車など

自動車の登録などの手続きはお早めに

新幹線、在来線の特急券・寝台券・座席指定券は鏡石駅でお求めくださいきっぷは鏡石駅で

◀
ま
だ
ま
だ
元
気
な
様
子
で
、
お

祝
い
の
品
々
を
受
け
取
っ
て
い
ま

し
た ▶

お
孫
さ
ん
の
會
田
征
典
さ
ん（
写

真
）、
會
田
佳
代
子
さ
ん
の
お
二
人

か
ら
花
束
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

▲家族や親せき、関係の皆さんなど、たくさんの皆さんに
　囲まれて100歳を迎えられたアキさん（写真中央）
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会　

☎
62
︱
６
４
２
８

　

岩
瀬
農
業
高
校
で
は
、
次
の
通

り
音
楽
部（
合
唱
部
・
吹
奏
楽
部
）

に
よ
る
定
期
演
奏
会
を
行
い
ま

す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
Ｊ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
、

映
画
音
楽
、
ジ
ャ
ズ
、
ラ
テ
ン
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
演
奏
会
で

す
。
少
し
で
も
皆
さ
ん
に
元
気
を

与
え
ら
れ
る
よ
う
精
い
っ
ぱ
い
頑

張
り
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
頂
い
た
だ

き
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◦
日
時　
２
月
26
日（
日
）

開
場　

午
後
１
時
30
分　

開
演　

午
後
２
時

◦
場
所　
須
賀
川
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

◦
曲
目　
空
も
飛
べ
る
は
ず
、
見

上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を（
合

唱
）、
千
の
風
に
な
っ
て
、
星
に

願
い
を（
吹
奏
楽
）他

岩
瀬
農
業
高
校
☎
62
︱
３
１
４
５

　

福
島
地
方
法
務
局
で
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
一
環
と
し
て
、

　

昨
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震

災
以
来
、
使
用
不
能
と
な
っ
て
い

た
鏡
石
町
民
プ
ー
ル「
す
い
す
い
」

の
災
害
復
旧
工
事
が
完
了
し
、
２

月
11
日（
土
）に
待
望
の
再
オ
ー
プ

ン
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
の
と
お
り
再
オ
ー
プ
ン
記
念

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▪
再
オ
ー
プ
ン
式
典

◦
日
時　
２
月
11
日（
土
・
建
国

記
念
の
日
）午
前
10
時
か
ら

◦
場
所　
鏡
石
町
民
プ
ー
ル「
す

い
す
い
」（
鳥
見
山
公
園
内
）

▪
記
念
イ
ベ
ン
ト

▽
再
オ
ー
プ
ン
記
念
品
の
贈
呈

来
場
者
先
着
20
名
様
に
町
民
プ
ー

ル「
す
い
す
い
」オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
オ

ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

▽
施
設
の
無
料
開
放

　

全
利
用
者
を
対
象
に
２
月
11
日

（
土
）と
12
日（
日
）の
２
日
間
施
設

を
無
料
開
放
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、来
場
者
多
数
の
場
合
は
、

無
料
券
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

▽
再
オ
ー
プ
ン
記
念
利
用
者
プ
レ

ゼ
ン
ト

　

全
利
用
者
を
対
象
に
２
月
13
日

（
月
）か
ら
19
日（
日
）ま
で
の
１
週

間
、抽
選
で
記
念
品
、無
料
利
用
券

な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
教
育
課　

☎
62
︱
２
０
３
１

町
民
プ
ー
ル
す
い
す
い（
施
設
指

定
管
理
者（
株
）エ
ス
エ
フ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
）

☎
62
︱
１
０
４
５

　

町
で
は
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン

タ
ー
（
東
京
都
）の
医
師
を
講
師

に
健
康
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
参
加
は
無
料
で
す
の
で
、
お

誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

◦
内
容
　「
メ
タ
ボ
と
動
脈
硬
化

の
予
防
に
つ
い
て
」

◦
講
師　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン

タ
ー　

医
師　

大
橋
健

◦
日
時　
２
月
17
日（
金
）

午
後
２
時
～
３
時
30
分

◦
場
所　
鏡
石
町
図
書
館

健
康
福
祉
課　

☎
62
︱
２
１
１
５

法
務
局
で
取
り
扱
っ
て
い
る
各
業

務
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
気
軽

に
相
談
で
き
る
よ
う
、
次
の
通
り

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談

所
」を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
日
時　
２
月
12
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◦
場
所　
福
島
地
方
法
務
局
郡
山

支
局　

ほ
か

◦
相
談
内
容　

　

不
動
産
・
商
業
登
記
の
手
続
き
、

土
地
の
境
界
問
題
、
遺
産
相
続
、

お
年
寄
り
や
子
供
の
虐
待
、
い
じ

め
・
体
罰
問
題
、
風
評
被
害
に
よ

る
人
権
問
題
な
ど
に
つ
い
て

◦
相
談
対
応
職
員　

法
務
局
職

員
、
司
法
書
士
、
人
権
擁
護
委
員
、

土
地
家
屋
調
査
士

◦
そ
の
他　
電
話
相
談
も
併
せ
て

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
︱
２
２
７
︱
７
４
６

※
福
島
地
方
法
務
局
郡
山
支
局
は
、

平
成
24
年
４
月
16
日（
月
）か
ら
次

の
所
在
地
へ
移
転
と
な
り
ま
す
。

◎
福
島
地
方
法
務
局
郡
山
支
局

　

郡
山
市
希
望
ヶ
丘
31
番
26
号

福
島
地
方
法
務
局　

☎
０
２
４
︱
５
３
４
︱
１
１
１
１

ホ
ー
ル
の
修
繕
が
完
了
し
、
使
用

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
上
記
の
行

事
は
、
一
部
を
除
い
て
視
聴
覚

ホ
ー
ル
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

※
休
館
の
お
知
ら
せ

　
２
月
21
日（
火
）か
ら
26
日（
日
）

ま
で
蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
い
た

し
ま
す
。
通
常
の
開
館
は
２
月
28

日（
火
）か
ら
に
な
り
ま
す
。
期
間

中
、
貸
出
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
返

却
は
受
付
し
ま
す
。
玄
関
脇
の
返

却
ポ
ス
ト
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

利
用
者
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お

か
け
い
た
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

図
書
館　

☎
62
︱
１
２
８
８

　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
の
心
配
事

相
談
が
次
の
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

ど
ん
な
問
題
で
も
相
談
す
る
事
が

出
来
ま
す
が
、
事
前
の
予
約
が
必

要
で
す
。
相
談
さ
れ
る
方
は
お
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
日
時　
２
月
20
日（
月
）

午
前
９
時
～
正
午

◦
場
所　
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◦
相
談
弁
護
士　
滝
田
三
良
弁
護

士
、
石
森
雄
一
郎
弁
護
士

◦
申
込
み
先　
町
社
会
福
祉
協
議

戸籍の窓
平成23年12月受付分

（23. 12. 31 現在）

 火　災 ８件　（10）
 救　急 622 件　（635）
 水　害 22 件　（29）

（　）は前年同期の件数

消したはず　決めつけないで　もう一度
（全国統一標語）

（24. 1. 1 現在）

 12,742人 （＋ 14）

 6,259 人 （＋５）

 6,483 人 （＋９）

 4,143 世帯 （＋ 19）
（　）は前月との比較

※今月より平成 22 年国勢調査に基づいた
　人口となります。

◦固定資産税（４期）
◦国民健康保険税（８期）
◦上下水道使用量
	 （12・１月分）
◦介護保険料（８期）
◦後期高齢者医療保険料	
	 （７期）
の納期限は２月29日（水）です。

（23. 12. 31 現在）

 件　数 70件 （68）
 死　者 １人 （１）
 傷　者 92人 （86）

（　）は前年同期の件数

〜死亡事故０日数　179日〜

	 地区	 花むこさん	 花よめさん

笠　石	 芳賀　浩平	 （池田）恵利	

笠　石	 矢内　秀和	（佐藤）真奈美	

	鏡石２	 樽川　正和	 （関根）圭子		

	鏡石３	 古川　敬洋	 （山上）莉菜		

	旭　町	 鈴木　　勝	 （関根）麻美		

お　い　わ　い

	 地区	 赤ちゃん	 お父さん	 お母さん

	鏡石４	 矢内　　煌	 脩	 花織

	鏡　田	 根本　咲絢	 祐樹	 めぐみ

	高久田	 安齋　倖叶	 弘輝	 裕香

	成　田	 根本　和垂	 豊	 優子

	さかい	 木暮　悠汰	 豊	 恵実

よ　ろ　こ　び

人口と世帯数交 通 事 故火災・救急事故

▪
子
ど
も
映
画
会

◦
日
　
時　
２
月
12
日（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら

◦
上
映
作
品
　
ア
ニ
メ
映
画

　
「
ム
ー
ミ
ン
谷
の
彗
星
」

▪
お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
お
は
な
し

会◦
日
　
時　
２
月
15
日（
水
）

午
前
11
時
か
ら

◦
場
　
所　
１
階　

児
童
室

◦
内
　
容　
紙
芝
居『
し
り
と
り

あ
そ
び
』、手
遊
び
、工
作（
キ
ュ
ー

ト
ボ
ッ
ク
ス　

お
に
）

◦
対
象
者　
就
園
前
の
幼
児
と
そ

の
保
護
者
の
方

▪
読
み
聞
か
せ
会

◦
日
　
時　
２
月
18
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

◦
話
し
手　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア　

あ
ゆ
み
ら
い

◦
内
容　
絵
本「
ゆ
き
の
と
も
だ

ち
」ほ
か

▪
み
ん
な
の
造
形
教
室

◦
日
　
時　
２
月
26
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時

◦
講
　
師　
絵
本
造
形
作
家

　
　
　
　
　
　

菊
地　

清　

先
生

◦
内
　
容　
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

と
立
体
カ
ー
ド
づ
く
り

　
『
ひ
な
人
形
』と『
バ
ラ
の
花
』

◦
持
参
物

　

カ
ッ
タ
ー
、
ハ
サ
ミ
、
ボ
ン
ド

◦
参
加
希
望
者
は
、
事
前
に
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
小
学
３
年
生
以
下
は
、

保
護
者
同
伴
で
申
し
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。
大
人
の
方
の
参
加
も

大
歓
迎
で
す
。

※
当
日
は
、
蔵
書
点
検
中
の
た
め

参
加
者
の
み
の
入
館
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▪
ス
ペ
シ
ャ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

２
月
の
コ
ー
ナ
ー
テ
ー
マ
は

『
受
賞
絵
本
』で
す
。

　

国
内
外
の
い
ろ
い
ろ
な
賞
を
受

賞
し
た
絵
本
を
一
堂
に
展
示
い
た

し
ま
す
。

※
震
災
に
よ
り
、
設
備
が
壊
れ
使

用
で
き
な
か
っ
た
２
階
視
聴
覚

図
書
館
だ
よ
り

待望の
再オープン

岩
瀬
農
業
高
校
音
楽
部
第
12
回

定
期
演
奏
会
～
震
災
復
興
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
～

暮らしの情報　information

下記の金融機関での口座振
替が便利です。	

すかがわ岩瀬農協鏡石支店・
須賀川信用金庫各店	・東邦
銀行各店・大東銀行須賀川
支店・鏡石郵便局・福島県
商工信用組合鏡石支店	

１月の納税

	地区	 氏　名	 年齢	
久来石	 菊　地　嗣　男	 62

	久来石	 橋　本　アサ子	 91

	笠　石	 鈴　木　孝　子	 70

	鏡石１	 面　川　加代子	 53

仁井田	 板　橋　忠　一	 58

	鏡　田	 常　松　セ　ツ	 89

	鏡　田	 大　瀧　總　六	 82

成　田	 須　釜　テ　フ	 76

成　田	 渡　辺　キ　ノ	 76

	
	

	

か　な　し　み

　この欄への掲載を希望しない方は、届出の
際にお知らせください。

 

◎
問
合
わ
せ
先

 

◎
問
合
わ
せ
先

 

◎
問
合
わ
せ
先

 

◎
問
合
わ
せ
先

 

◎
問
合
わ
せ
先

▪
義
援
金
篤
志
者

◦
日
軽
建
材
工
業
労
働
組
合

◦
岡
山
県
鏡
野
町
文
化
協
会
所
属

唱
歌
部「
か
え
る
の
学
校
」

◦
ミ
タ
ケ　

ヨ
シ
オ

▪
ふ
る
さ
と
納
税

東
北
旭
紙
業
㈱

※
敬
称
略
。
１
月
号
広
報
発
行
後

よ
り
２
月
号
広
報
発
行
時
現
在
の

ご
芳
名
に
な
り
ま
す
。

弁
護
士
に
よ
る
心
配
事
相
談

全
国
一
斉
法
務
局
休
日
相
談
所
開
設

医
師
に
よ
る
講
演
会
の
お
知
ら
せ

皆
様
か
ら
の
ご
支
援
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

今回作る作品です
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橋 本 純 哉 さん

根 本 美 保 さん

　
「
成
人
と
い
う
言
葉
は
、
私
の
中

で
と
て
も
遠
い
存
在
で
し
た
。
し
か

し
今
回
こ
う
し
て
式
を
迎
え
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
、
改
め
て
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ま
た
、
若

い
私
達
の
持
つ
情
熱
と
想
像
力
で
、

こ
れ
か
ら
先
、
最
前
線
で
活
躍
で
き

る
人
材
に
な
ろ
う
と
強
く
思
い
ま
す
」

　
「
無
事
、
成
人
式
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
私
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
両
親
・
友
人
な

ど
た
く
さ
ん
の
人
に
感
謝
を
し

な
が
ら
、
笑
顔
を
忘
れ
ず
、
成

長
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」

堀 金 悠 太 さん

　

１
月
８
日（
日
）町
公
民
館
で
平

成
24
年
成
人
式
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
、
町
で
成
人
を
迎
え

る
方
は
１
７
２
名
で
す
。

　

式
に
は
、
成
人
約
１
３
０
名
の

他
、
関
係
者
や
保
護
者
な
ど
総
勢

70
名
が
出
席
し
、
晴
れ
着
や
袴
な

ど
に
身
を
包
ん
だ
皆
さ
ん
の
華
や

か
な
雰
囲
気
で
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

式
で
は
、
遠
藤
町
長
か
ら「
以

前
よ
り
も
元
気
な
鏡
石
を
目
指
し

て
復
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
次

代
を
担
う
皆
さ
ん
も
積
極
的
に
ま

ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
ほ
し
い
。

自
ら
の
可
能
性
を
信
じ
目
標
に
向

か
っ
て
ま
い
進
し
て
く
だ
さ
い
」

と
式
辞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
遠
藤
町
長
か
ら
正
木

友
佳
子
さ
ん
に
成
人
証
書
が
手
渡

さ
れ
、
⻆
田
一
剛
さ
ん
と
、
廣
瀬

由
紀
子
さ
ん
の
二
人
が
成
人
代
表

と
し
て
成
人
の
誓
い
を
読
み
上
げ

ま
し
た
。
謝
辞
で
は
、
栁
沼
和
也

さ
ん
が
、
関
係
者
へ
の
感
謝
と
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
力
強
く
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

式
に
参
加
し
た
成
人
の
皆
さ
ん

は
式
が
終
わ
る
と
、
旧
友
と
の
再

会
を
楽
し
ん
で
お
り
、
会
場
は
、

晴
々
と
し
た
笑
顔
と
笑
い
声
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　
新
成
人
に
な
っ
て
一
言

平成24年　成　人　式

広報かがみいしは、再生紙を使用しています。

▲新成人を代表して成人証書が正木友佳子さんに
　手渡されました

▲⻆田一剛さん（左）と廣瀬由紀子さん（右）が　　　
　「青年として平和な日本の建設にまい進します」
　と力強く宣誓しました

▲両親や恩師らへの謝辞を
　述べた栁沼和也さん

　
「
新
成
人
と
し
て
の
新
た
な
旅

立
ち
が
始
ま
り
ま
し
た
。
一
度

き
り
の
人
生
を
素
晴
ら
し
い
も

の
に
す
る
為
に
、
こ
れ
か
ら
私

の
周
り
に
起
こ
り
う
る
あ
ら
ゆ

る
出
来
事
や
か
け
が
え
の
な
い

人
達
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、

悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
精
一
杯

生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
」榮 　 茉 美 さん

　
「
こ
の
度
私
も
成
人
を
迎
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
育
て

て
く
れ
た
両
親
始
め
、
周
り
の
方
々

に
改
め
て
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
一
社
会
人
と
し
て

自
覚
を
持
ち
、
常
に
人
と
し
て
成
長

し
た
い
と
い
う
向
上
心
と
自
分
ら
し

さ
を
大
切
に
し
て
、
夢
に
向
か
っ
て

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
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